
梅干しシコリ果の構成物質と発生要因［成果情報名］

梅干しの果肉が部分的に硬くなるシコリ果は、果実内に発生した空洞の周辺組織［要約］

の細胞壁にカロース（病原菌や傷等のストレスにより生成される多糖類）が合成されて硬

化したものである。シコリ果は、果実肥大後期に多かん水や摘果を行うと果肉の個々の細

胞容積が増大し、細胞間に隙間が生じ空洞となることにより発生する。
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［背景・ねらい］

「南高」梅干しの一部分が硬くなるシコリ果は、年により著しく発生し、産地で問題と

なっている。そこでシコリ果を構成している物質を明らかにするとともに、栽培条件がシ

コリ果発生におよぼす影響を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．梅干しシコリ果のシコリ部および正常部細胞において、カロースを染色するアニリン

ブルーに浸すとシコリ部細胞壁が青く染まる。また、果肉内部に空洞のある青採り果

を塩漬けするとシコリ果となり、シコリ部にカロースの合成が認められる(図１)。

２．前年の中果枝デンプン含量が少なく、果肉細胞数が少なく、果肉細胞径が大きいと空

洞果発生率が高くなる。これは、前年のデンプン含量が少ないと、翌年の細胞分裂が

抑制され果肉細胞数が減少し、その後の果実肥大により個々の細胞が増大し、果肉組

織内に空洞が生じるためと示唆される(図２ 。）

３．果実の肥大初期（３月下旬～５月中旬）に土壌を乾燥させると、果肉細胞数が少なく

なり、その後、肥大後期（５月中旬～収穫終了）に多量のかん水（ 日）を行う15mm/

と、果肉細胞径が大きくなり、空洞果の発生率が高くなる(図３ 。）

４．硬核期以降に摘果を行うと果肉細胞数に変化はないが、果肉細胞肥大が促進され、空

洞果の発生率が高くなる（図４ 。）

［成果の活用面・留意点］

１．シコリ果発生を軽減するための栽培管理技術指標作成の資料として活用できる。

． 、 、２ 果肉への傷やカメムシ吸汁等の物理的傷害果においても 傷部にカロースが合成され

塩漬け後にシコリ果となるので注意が必要である。



［具体的データ］

図１ 梅干しシコリ果のシコリ部と正常部および青採り空洞果の塩漬け後の空洞周辺細胞

） 、 、 。におけるカロース合成 注 果肉切片を ％アニリンブルー溶液に浸漬し 水洗後 顕微鏡で観察0.05

図２ 前年のデンプン含量と果肉細胞が空洞果発生におよぼす影響

図３ 土壌の乾湿が果肉細胞と空洞果発生におよぼす影響

図４ 硬核期以降の摘果が果肉細胞と空洞果発生におよぼす影響
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塩漬け後の細胞
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正常部

注 「南高」 年生 樹を供試。 本主枝の一方の主枝の果実を に半分摘果、一方を無摘果とした。果肉細胞） 30 1 2 5/12
調査は、 に採取した果実（ 果 樹）の赤道部で行った。6/17 3 /
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縦棒は標準偏差を示す。
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